
老人保健施設の看護・介護職員数
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１．平成11年までは老人保健施設調査（厚生省発表）、
　　平成12年以降は介護サービス施設・事業所調査（厚生労働省発表）　をもとに作成

２．法令では、常勤換算１人当たり在所者数は、平成11年までが3.6：1、平成12年以降は3：1が
　　配置基準となっている

看護・介護職員数
（単位：人）
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１人当たり在所者数
　（単位：人）
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常勤換算看護・介護職１人当たり在所者数

実際の配置は、

利用者２．２人に対し、

看・介護職員を１名配置
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介護老人保健施設は、

若い介護職員がケアサービスを支えている

「平成１６年介護サービス施設・事業所調査」

（全老健編集図書『平成19年版 介護白書』より）
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介護福祉士の有資格者の比率
介護職員のうち、介護福祉士が占める割合（介護保険３施設の比較）

種別 年度 総数 常勤
※1 非常勤 総数 常勤

※1 非常勤 総数 常勤
※1 非常勤

平成15年 145,650 121,172 24,478 57,455 55,926 1,529 39.4% 46.2% 6.2%

平成16年 152,828 130,767 27,061 62,944 61,010 1,934 41.2% 46.7% 7.1%

平成17年 171,800 141,165 30,635 69,138 66,661 2,477 40.2% 47.2% 8.1%

平成15年 83,729 76,444 7,285 35,396 34,985 411 42.3% 45.8% 5.6%

平成16年 88,850 80,915 7,935 38,326 37,720 606 43.1% 46.6% 7.6%

平成17年 94,353 85,099 9,254 40,917 40,104 813 43.4% 47.1% 8.8%

平成15年 52,099 47,687 4,412 8,561 8,477 84 16.4% 17.8% 1.9%

平成16年 51,463 46,895 4,568 9,228 9,116 112 17.9% 19.4% 2.5%

平成17年 46,216 42,213 4,003 8,875 8,732 143 19.2% 20.7% 3.6%

※１：　「常勤」数は、「専従」と「兼務」の合算
（平成15～17年度「介護サービス施設・事業所調査」から引用して作成）

有資格者の割合うち、介護福祉士の有資格者介護職員
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介護福祉士有資格者が占める割合（平成１７年度の比較）
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ー常勤介護職員中の介護福祉士割合ー

→５０～１００％の占有率が６２％
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施設職員の確保について

非常に困難 困難 多少困難 合計

医師 54.4% 37.7％ 7.9％ 100.0％
看護師 37.1％ 50.0％ 12.9％ 100.0％
介護福祉士 11.1％ 62.0％ 26.9％ 100.0％
ケアマネージャー 26.1％ 45.5％ 28.4％ 100.0％
ＰＴ・ＳＴ・ＯＴ 29.6％ 53.5％ 16.9％ 100.0％
支援相談員 6.7％ 43.3％ 50.0％ 100.0％
管理栄養士 16.2％ 48.6％ 35.1％ 100.0％
事務職 0.0％ 25.0％ 75.0％ 100.0％
その他 37.5％ 50.0％ 12.5％ 100.0％

回答者の98％が求人難有と答えた。介護福祉士不足も上位
（平成18年度 全老健 管理者（職）研修会 アンケートより）
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